
これまでの主な交流活動実績 

１９９８年度 福井県日独友好親善協会設立（2 月 13 日） 

１９９９年度 訪独（52 名参加）／友好協定調印式・ヴィンゼン市民との交流会出席（10 月 29 日） 

２００４年度 ５周年記念訪独（23 名参加） 

２００９年度 １０周年記念訪独（19 名参加） 

２０１４年度 １５周年記念訪独（6 名参加） 

 

歴代会長（敬称略）：堀川馨(1999-2004)／酒生輝子(2005-2014)／村田幸子(2015-現在) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ごあいさつ                               福井県日独友好親善協会会長 村田幸子 

本年（2017）は、マルティン・ルターによる「宗教改革」500 周年に当たります。ルタ

ーと言えば、日本でも、社会の教科書にも記載され、よく知られています。彼は、当時、

聖職者や身分の高い一部の人々にしか理解できなかったラテン語等で書かれた聖書を、

各地独特の言語で話す民衆だれでもがわかる言葉、すなわち現在のドイツ語のひな型と

なる言葉を用いて翻訳しました。これにより、教義のみならず、この「共通の言語（ド

イツ語）」を各地に普及させたという点で、言語学的にも大きな意義があります。このよ

うに、「改革」には、思いもよらない様々な果実をもたらすことがあります。 

さて、本年、私たちも一つの「改革」に向けての一歩を踏み出したいと考えています。

それは、当協会の活動を、より長く、また盤石なものとするために、法人化を図るとい

うことです。 

昨年度の協会活動を振り返りますと、四季を通じて恒例となるような行事を探求し、

春にはドイツ人研究生によるドイツ文化紹介講座、夏には金沢でのビール祭り参加、秋

には福井国際フェスティバルへのブース出展、そして冬にはドイツのクリスマス文化を知るイベントを行いました。 

通年事業として、５月に新体制でスタートした語学講座も、回を重ねるごとに参加者が増えていき、より活気ある楽 

しいクラスとなっています。 

こうした様々な行事に、多くの会員の方々にご参加頂きましたことを、お礼申し上げます。 

また、この間、ハールブルク郡・ヴィンゼン市より、ボド・ベッケドルフ独日協会会長の急な訪問を受け、役員一同 

でお迎えして、相互の変わらぬ友好交流と意見交換を実施しました。 

そのほか、石川県の日独協会講演会に出席、ならびにＥＵ協会主催の国際フォーラムには、当協会が共催団体として 

参加し、北陸と欧州との結びつきへの新たな可能性を感じています。 

さらに、新しく当協会のホームページを開設し、協会設立から今日までの活動実績を、一目で見て頂けるようデータ 

化するとともに、最新の情報を発信できるよう環境を整えて参りました。 

こうした地道な活動を踏まえ、本年度、会員の皆様のご理解を得て、当協会を、ＮＰＯ法人化したいと考えます。また、

会則も、今後の活動にそぐう形となるよう改善していきたいと思います。 

この「改革」を踏まえ、今後は、我々の活動に賛同してくださる法人、個人の会員の方々が力を合わせて、会として 

の目標をたて、「共通の希望」をもち、よりパワーアップした魅力的な事業を展開していくことを願っています。 

２年後には、ハールブルク郡・ヴィンゼン市との友好協定２０周年を迎えます。会員の皆様とご一緒に、再びドイツ 

の地に足を踏み入れ、現地の方々とともに、「共通の希望」の輪を広げていきましょう。 
                      

ＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬ    ２０１７年度・活動計画
Viel Spaß

    ＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵ 
 

計画１ 情報交換       ［ドイツに関する情報の収集および提供］ 

情報提供の特別企画として、マルティン・ルターによる「宗教改革」500 周年を記念する「ルター・ポスター展」を行い

ます。また、会員相互の親睦を深めるために、親睦会を開催して情報交換を行います。 

  

計画２ ドイツ語にチャレンジ！         ［ドイツ国民との交流促進のための研修会、講演会等の開催］ 

ドイツ国民との相互理解と友好親善を深めるためには、ドイツ語の知識が不可欠です。20 周年記念訪独（2019 年度）を

目指し、各自が独自の交流活動が展開できるよう支援します。語学講座や文化講座を通してドイツについて学びます。 

 

計画３ ドイツ親善交流      ［福井県民とドイツ国民との交流事業］ 

ドイツ人高校生が敦賀高校を訪問し、日本の生活を体験します（11 月県事業予定）。これに合わせて来日する、独日協会

ベッケドルフ会長ならびにヴィンゼン市民との交流活動を、福井滞在期間中に行います。 

 

計画４ 福井国際フェスティバルに参加      ［その他日独間の交流促進に寄与する事業］ 

福井県国際交流会館を会場に開催（10 月 15 日）されます。会場内に当協会活動とドイツ紹介（ハールブルク郡とヴィン

ゼン市）のブースを設けて会員の募集活動を行います。 

＜事務局からのお知らせ＞ 

最新情報！ ルター・ポスター展「♯HereIstand（我ここに立つ）」（仮）を 

福井で開催します。 
これは、本年がルターによる宗教改革５００周年を迎えることを機に、ドイツ総領事館が 

中心となって進めるアートプロジェクトで、マルティン・ルターによる宗教改革とその成 

果を、見ごたえのある３０枚のポスターで表現したものとなっています。ドイツ外務省支 

援の下、ドイツ、アメリカの博物館でも人気を博し、日本全国でも開催されることになり 

ました。今年、福井でも、当協会が主体となり、その展示会を行います。開催場所は、福 

井県立図書館エントランスホール、福井県国際交流会館ロビーなどを予定しています。世 

界史やアートにご興味のある方には、必見です。 

開催日程が決まりましたら、改めてご案内しますので、ぜひ、ご観覧にいらしてください。 

公式ロゴ：「ルターの 10 年」と「2017 宗教改革 500 年記念」 

1528 年にルーカス・クラーナハ（父）によって描かれた、恐らく最も有名なルターの肖像 

画を元にしています。 

 

１．福井県日独友好親善協会では新規会員を募集しています。 

県民とドイツ国民との交流は、当協会とヴインゼン（ルーエ）独日協会 

が窓口となり友好関係を進めています。ドイツに関心のある方はお気軽 

にお問い合わせください。私たちと一緒に活動しませんか？入会金なし 

写真：ヴィンゼン市庁舎前の街灯には福井までの距離 8940km と向きが示 

されている。写真：2015 年 3 月 7 日（15 周年記念訪独時に撮影） 

年会費：２千円(個人会員)、千円(学生会員)、１万円(法人会員) 
 

２． 新年度の年会費の振込みを６月３０日までにお願いします。 

［年会費］２千円(個人会員)、千円(学生会員)、1 万円(法人会員)  

［振込先］福井銀行県庁支店 ［口座］普通１０３８９７０ ［名前］福井県日独友好親善協会 
 

３．ホームページ開設しました。 

もちろんアドレスは、winsen（luhe）のイニシャルと fukui のイニシャ 

ルから wl-fu.jimdo.com としました。今後ともよろしくお願いします。 

 

４．福井市総合ボランティアセンターに団体登録しました。 

当協会の新しい活動については、ボランティアセンターのホームページ 

からも確認して頂けることになりました。http://fukui-vc.jp 

 

訃報のお知らせ 

ヴィンゼン独日協会創立の功労者で名誉会長のヘルベルト・ローデ氏が、本 

年 3 月 31 日に逝去されました（90 歳）。葬儀にはベッケドルフ会長をはじ 

め、ヴィンゼン独日協会の方々も参列し、福井県日独友好親善協会名誉会長 

栗田氏および在ハンブルク日本領事からも花輪が送られました。 

長年にわたって、日独交流に尽力されてこられたローデ氏に、謹んで深く哀 

悼の意を表し、心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

写真：2015 年 3 月 7 日（15 周年記念訪独時に撮影） 

★お問合せ先★ 
Verein für Japanisch-Deutsche Freundschaft in Fukui 

福井県日独友好親善協会事務局 
http://www.wl-fu.jimdo.com 

tel. 090-7088-3012（髙橋） e-mail wlfu2017@gmail.com 

FREUNDE 
福井県日独友好親善協会便り 

フロインデ・2017 年 5 月発行 



ＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬ ２０１６年度・活動報告
Danke schön

 ＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵ 
 

◆ドイツ語にチャレンジ！   ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 
ドイツ語講座を新規開設。春季（５月～７月）、秋季（９月～１１月）そして冬季（１月～３月）に開催し、ドイツの文化 

や習慣の知識を深めました。いずれも全６回各９０分、会場は福井県国際交流会館語学研修室。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ドイツへの熱い想いを胸に！ 春季 6 名、夏季 11 名、冬季 12 名参加 

 

●特別企画「ドイツ文化講座」（6 月 19 日） 

アンナ・レア・シュレーダー（Anna Lea Schlöder）さんは、ハンブルク大学・

日本学科専攻で、福井大学に留学中の研究生です。今回の講座では「ドイツと

日本に見る高齢化社会について」をテーマに、ご自身の研究内容を紹介して下

さいました。プロジェクターを用いて、日独両国の高齢者数や介護施設の数や

内容などの比較が、わかりやすい作表や写真を使って説明されました。「ドイ

ツは、日本と同じく、少子高齢化の問題をかかえており、我々の少し先を行く

日本の政策を、ドイツではお手本として注目している」という言葉が、印象的

でした。良いお手本となればよいのですが・・・。また、このほか高齢者が参

加できる「生涯学習」や、どのような行政サポートがなされているかなどにつ

いて、参加した会員の皆さんからも情報や助言を熱心に求めながら、ドイツ風サンドイッチと飲み物(Apfelschorle)を一緒

に楽しみながら、有意義な時間を過ごしました。 

 

●特別企画「クリスマスカードを書いて送ろう！」（11 月 27 日） 

➊カード作り（福井県国際交流会館） 

ドイツ語での挨拶文や住所の書き方を学びながら和風カードを作りました。 

かつてドイツの家庭でお世話になった方やお友達にカードを送りました。 

（参加者１２名） 
参加者の声：手作りカードの見本や、様々なキットが用意されてい 

たので、楽しく作れました。来年は、少し難しい挨拶文面も学んで 

いきたいです。（ＡＡさん） 

➋クリスマスのお話（福井県国際交流会館） 

フィリップ(Philipp)さん（ドイツ・ベルリン出身）を招いて、クリスマスの 

体験談を聞きました。また、ドイツでクリスマスによく食べられる手作りクッ 

キーとハーブティーを飲みながら楽しいひとときを過ごしました。 

（参加者１２名） 

 
参加者の声：ドイツでは、時間をかけてクリスマスの準備をし、家族

や友人たちと過ごす時間を大切にすることがわかりました。我が家の

子供たちはみな成人となりましたが、家族が大人ばかりになっても、

そういうクリスマスが過ごせたらいいなと思いました。（惣宇利さん） 

 

●特別企画「金沢オクトーバーフェスト参加」（8 月 27 日） 

ドイツミュンヘンで毎年秋に開催される世界最大のビール祭り。この話題のビー

ル祭りが、いしかわ四高記念公園（旧石川県中央公園）にやってきたのでみんな

で参加。合い言葉は Prost！（参加者８名） 

 

Ein Prosit, ein Prosit der Gemütlichkeit. Ein Prosit, ein Prosit. 

Eins, zwei, drei, g’suffa！ Prost！ 

 
参加者の声：料理は一皿に３種類のソーセージ、ハム、ザワークラウ

トなどが盛られてボリュウム満点。本格的なドイツ民族音楽の演奏者

と会場が一体となり、歌って飲んで踊ってとても楽しい一日でした。来年も一緒に行きましょう！！ （福住さん） 
 

◆福井国際フェスティバルに参加  ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 
 

会場にブース出展。当協会の活動がわかる展示物や、ヴィンゼン市から送られた

ポスターを使って、当協会をアピールしました。また、ドイツティーとドイツ菓

子（クッキー、グミ）を用意し、試食してもらいながら、ドイツ・ミニクイズを

楽しんでもらいました。ブース担当には、当協会の会員が交代で入り、来訪者を

もてなしました。担当の皆さん、ご協力ありがとうございました。 

（10 月 23 日／福井県国際交流会館） 

 
担当者の声： 

今回は、翌月に行う「クリスマカードをドイツ語で書いて送ろう！」

の企画パネルも同時展示し、たくさんの方がブースに足を止めてみて

もらえました。また、活動の説明を聞いて、新規に入会して下さった方もいて、とても嬉しいです。（福住さん） 

 

◆情報交換◆ドイツ親善交流  ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 
 

●ＥＵ国際フォーラム（石川ＥＵ協会主催）に共催参加（10 月 16 日） 

石川ＥＵ協会主催の国際フォーラム「EU における移民と反発」が、金沢エクセ

ルホテル東急において開催され、福井県日独友好親善協会ほか６団体が共催団

体となりました。駐日欧州連合代表(Herr Fieschi)、駐日ドイツ連邦総領事(Dr. 

Köhler)、 元日欧産業協力センター事務局長(Dr.Pape)、石川ＥＵ協会会長(Prof. 

Kusune) らによるシンポジウムに引き続き、パネラーとの交流会において本協

会の村田会長が挨拶しました。 

このほか、7 月 11 日には石川日独協会主催の「ドイツ大使ハンス・カール・フ

ォン・ヴェアテルン氏講演会」に村田会長が招きを受け出席しました。 

 

 

●ベッケドルフ会長来日（7 月 30 日） 

ヴィンゼン（ルーエ）独日協会のベッケドルフ会長が単独で来日されました。 

今回の来日の目的の一つは富士登山。おひとり参加で富士登山を果たし、その足

で福井入り。会長のエネルギッシュな行動力には驚嘆しました。 

参加者は村田会長他３名。 

ベッケドルフ会長曰く「Suppe ohne Salz！（味のないスープのよう）」 

「もちろん日本に来て、福井を訪れないことはありえない！」 

相互の友好関係を、更に発展させるための今後の活動について懇談しました。 


